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６ おわりに

現在，多くの学校では，教員の授業改善や授業力向上のための有効な手段として，校

内研究や研究授業を実施している。

ところが，国立政策研究所が行った「教員の質の向上に関する調査研究報告書」（平

成２３年３月発行 公立小学校１０００校への調査）によると，校内研究を実施する上

での課題は，「多忙で校内研究に取り組む時間がない。」が３３．９％と最も多かった。

また，教員一人あたりの研究授業実施数としては，「１回以下」が７４．３％と最も多

かった。

つまり，多くの教員は，校内研究や研究授業が授業改善や授業力向上のために重要で

あることは十分認識している。しかし，アンケート結果からもわかるように，日々多く

の教育課題や児童生徒の指導に追われる教員にとって，校内研究や研究授業の実施状況

は十分満足のいくものとは言えないようである。

そこで，本研究では，教員の多忙感を増すことなく，授業改善や授業力向上に生かす

ことができる方法として，教員が日常的に作成している週案の活用方法に焦点を当てた。

また，先の国立教育政策研究所の報告書の中で，日常的な指導体制として「週案による

コメント」を重視している校長が４０．５％（３位）と多く，有効な指導・助言のツー

ルとして活用されていることも週案を研究対象とした理由の一つである。

本研究で実施した，教員を対象とした週案についてのアンケート結果から，次のよう

なことがわかった。

（１）週案は，ほとんどの教員が作成している。

（２）校長・教頭は，週案を介して教員に対する指導・助言を適切かつ速やかに行って

いる。

（３）週案は，主に「授業時数の管理」，「授業進度の確認」のために活用されており，

「授業改善」の視点に立った活用は約３０％にとどまる。また，多くの教員は，

「授業改善は研修や授業研究で行うもの」であり，「週案で授業改善を行うこと

は難しい」と考えている。

（４）週案に記載されている多くの授業記録や授業実践上の工夫などが，個人的な記録

にとどまり教員間で共有されていない。

（５）データの共有による作成時間の削減など，多忙感解消のために工夫している学校

は少ない。

この結果を踏まえ，本報告書では，週案を授業改善・授業力向上のために活用してい

る取組としてＡ，Ｃ，Ｄの事例と，データの共有化による多忙感の解消や授業記録の適

切な管理を目指した取組としてＢの事例を紹介した。

Ａ 週案と自己評価の一体化による授業改善

Ｂ パソコンを活用した効率的な週案の作成とその管理

Ｃ 週案を学年経営・学校運営に生かすことを通じての授業改善

Ｄ 週案を自身のポートフォリオとして活用することでの授業改善

これらの事例のどれもが自校の課題を解決するために，週案の様式や機能を改良した

り，その活用方法を工夫したりする積極的な試みである。これらの取組からも週案を改
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良し新たな機能を持たせることや従来からある教育活動と関連させることで，週案が授

業改善のための強力なツールになることがわかる。さらに，パソコン等を利用して情報

の共有化を一層進めることは，週案の作成時間削減による多忙感の解消や他の教員の授

業テクニックを参考にした授業改善や授業力向上につながるであろう。

特に，ここ数年，本県では若い教員が急激に増加している。この若い教員たちにベテ

ラン教員の授業実践上の工夫やテクニック，実習や実験を行う際の注意点などをスムー

ズに継承することが重要かつ急務であり，この点においても週案を共有化することは有

効であると考えられる。そのための一つの方法として，週案の様式を「公開して誰でも

自由に閲覧・利用できる部分」と「児童生徒の個人情報等を含み公開できない部分」に

分け，前者をサーバーやフォルダに保存し共有するなどの工夫が考えられる。

参考資料１は，その様式と活用方法の一例である。

この調査研究では，週案の新たな活用方法を，県内の小学校から発掘して紹介した。

教員が日々作成し，教育現場に定着している週案を，各学校の実態に合わせて改良し，

より効果的に活用するときの参考にしていただければ幸いである。

最後になりましたが，この調査研究にご協力いただいた多くの関係教育機関や関係者

の皆様に心より感謝を申し上げます。
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＜参考資料１＞
授業改善に活用するための週指導案の様式（例）

・数式やマクロで
・年間計画との自動リンク 自動計算
・前年度のデータの活用 ②授業数管理の欄
・市統一形式の利用（匝瑳市） 効率的に作成し，
・マクロ等による自動化 業務量を軽減

効率的に作成し，
業務量を軽減

・生徒指導上の課題
・授業における指導の工夫 ④反省やセルフチェックシート欄 ・授業実施上の課題
・教材の工夫 ・児童の状況
・発問の成功例
・実験や実習実施上の留意点 などを記入。

セルフチェック欄
など，次年度の自分自身や や自己評価欄を設定

若手教員をはじめとする同僚 することも可能。
の参考となる内容。
児童の個人情報等は記載 ③授業の工夫などの記入欄

不可。 ⑤管理職のコメント欄 ・週案全体について
電子データで記載。 指導助言

①週授業計画の欄

○電子データ化し，サーバーやＨＤに
保存することで，すべての教員が閲
覧可能となりデータを共有できる。
・他の教員の授業の工夫を参考にす
るなど，授業を改善
・次年度の週案作成に活用し，業務
量を軽減

○授業や生徒指導の記録として，
閲覧不可とする。
・記録を個人的に活用し，授業
を改善。

○週案を，「公表し

て全教員が閲覧

・活用できる部

分（ページ）」と

「公表せず個人

的に利用する部

分（ページ）」に

明確に分割する。

○運用の手順（例）
①を記入
②は自動作成
③を授業後に記入

ここまでの週案をサ
ーバー等に保存し，
データを共有
④を記入
⑤を記入

ここまでの週案を個
人的に保存し，活用



- 36 -

＜参考資料２＞

大学におけるＴＰ（ティーチングポートフォリオ）活用の流れ

１ 日本の大学での導入理由

・既存の授業アンケートの限界（定型的・形式的）

・教員の主体性，独自性を生かす評価の必要性

２ ＴＰのメリット

・作成プロセス（自己省察）が教育改善につながる

・教員評価の様々な視点を含む（教員の主体性の評価）

・評価者へのアピール

・情報の共有・改善コミュニティの組織化

－ＩＣＴを利用した情報共有と発信－

３ ＴＰの概要

＜海外では＞

・１９８０年代，カナダで始まる

・１９９０年以降，アメリカで急速に拡大

・教育業績の資料として利用される

＜日本では＞

・中央教育審議会答申「学士課程教育の構築」で教育実績の記録を整理・活用する仕

組みとして紹介，その導入・活用が明文化

３ 作成目的（教育改善・昇進）

・自らの教育活動について振り返り，自らの言葉で記し，様々なエビデンスによって

これらの記述を裏付けた教育業績について厳選された記録

・教員個人のための教育活動を記録し，振り返るための手段

・教員の教育業績を評価する資料（昇進・採用・優秀教育賞など）

４ 教員へのメリット

・教員個人のための教育活動を記録し，振り返るための手段

・作成自体が教える意味を見いだす・・・自己省察の機会を確保する

・教育の正当な評価・・・評価者へのアピール手段

・評価への効率的な対応・省力化

・ＴＰの更新が今後の活動の道標へ

５ 組織へのメリット

教員の教育業績を評価する資料

・教員の活動の把握・・・見えにくい教育活動を拾い上げる

・教員評価における多様な評価視点

・情報の共有化（教育資源の共有化）

・活きた評価・・・主体的な評価へ
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教育改善へ向けて

○自分の教育活動の長所や成果を記録することができる（昇任・採用）

○作成のプロセス（教育活動の資料収集・分類，文書作成）が自己改善のきっかけ

・教育に対する説明責任を果たすことができる

・教育の成果を明確に説得力のある形で伝える

・内容は「選択的」←作成する教員の主体性

６ ＴＰの主な内容

講義要綱の原稿

シラバス

コースパケット

授業中の配付物

課題など学生の提出物のサンプル

教科書について気づいた点（誤植・説明不足・誤り）

学生について気づいた点（どこでつまずくか、どこに興味を示したか）

授業中にとっさに思いついた効果的なたとえ、説明

学生アンケートの集計結果と、それに対する自分のコメント

成績の集計結果と、それに対する自分のコメント

同僚・TAなどの授業についてのコメント
授業の録画・録音テープ

「2009年9月17日（木）愛知産業大学FDセミナー「教育改善のためのティーチング・ポートフォリオ」

国立大学法人東京農工大学大学教育センター 准教授 加藤由香里 氏」 より作成
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週案（週指導計画）についてのアンケート
総合教育センター 学力調査部

研修ご苦労様です。

「年間指導計画」「週案(週指導計画)」は，日々の教育活動のシナリオといえます。

これを手際よく作成し，授業実践・評価・改善のために，よりいっそう役立てていくこと

が，児童生徒の学力向上につながり，教員の指導力向上・多忙感の解消にもつながると考

えています。

各学校では「年間指導計画」「週案(週指導計画)」の作成から評価まで，工夫して取り

組まれていますが，他の学校や地域の情報を知る機会がないようです。そこで「年間指導

計画」「週案(週指導計画)」の調査・研究を行い，その成果を学校に情報提供したいと考

えています。お忙しいところ恐縮ですが，以下のアンケートにご協力ください。

なお，このアンケートは，小学校対象に行います。

※以下，「週指導計画」については，以下「週案」とします。

１ あなたの学校には，週案がありますか。

ア ある イ ない ※イに回答した場合は，１０へお進みください

２ 週案の形式を統一していますか。

ア 学校で統一 イ 市町村で統一 ウ 統一していない

３ 週案には，どのような内容を記載していますか。(複数選択可)

ア 週時数(予定・実施) イ 教科名 ウ 単元名 エ 目標および活動内容

オ 反省 カ その他( )

４ あなたの学校では，週案をどのように作成していますか。(複数選択可）

ア 手書き イ ワープロソフトを利用 ウ 表計算ソフトを利用

(ｿﾌﾄ名： ) (ｿﾌﾄ名： )

エ その他のソフトを利用 (ソフト名： )

５ コンピュータソフトを利用している場合，教員間で枠やデータを共有していますか。

ア 枠のみ共有 イ データのみ共有 ウ 枠とデータを共有 エ 共有していない

６ あなたの学校の職員は，１週間分の週案作成(計画・ふりかえりの記入)のために平均

でどのくらい時間をかけていますか。

( )分ぐらい

７ 週案の点検と指導は，主に誰が行いますか。(複数回答可)

ア 校長 イ 副校長・教頭 ウ 教務主任 エ 研究主任

オ 学年主任 カ その他( ) ※裏面に続きます。
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８ 週案の点検と指導は，どのくらいの頻度で行いますか。

ア 毎日 イ 週に数回 ウ 週に一度 エ 二週に一度

オ 月に一度 カ 学期に一度 キ 不定期 ケ その他( )

９ 週案は年間指導計画とどのように関連させ作成していますか。(複数選択可)

ア 学校全体として年間指導計画を具体化し，週案に反映させている。

イ 各学年・各教員の判断で年間指導計画を具体化し，週案に反映させている。

ウ 年間指導計画で予定された時数や進度について，週案に反映させている。

エ 年間指導計画をコンピュータソフトを使って週案と連動させている。

オ 特に関連はさせていない。

カ その他( )

※10以降は，現在の勤務校のことでも，過去に経験した学校のことでも結構です。

10 週案を作成したことの成果はなんですか。(複数選択可）

ア 時数管理が確実に行えるようになった。

イ 授業を予定通りすすめられるようになった

ウ 教員個々の授業改善に役立った

エ 教員自身の意欲向上につながった。

オ 教員間のコミュニケーションのきっかけになった。

カ 週案を教員間で共有することで，次年度の計画立案がスムーズになった。

キ 週案を教員間で共有することで，多忙感が解消された。

ク 特に成果は感じていない。

ケ その他( )

11 授業改善や学力向上に向けて，週案をどのように活用していますか。

12 授業改善や学力向上に向けて週案をどのように生かしていったらよいと思いますか。

13 学校または，各教員が行っている週案作成や活用の工夫を教えてください。

学校名( )

学級数 (内特別支援学級数 )


